
 

 

 

 

 

 

 

 

バイオベンチャー企業の投資育成と 

我が国でのベンチャー企業投資育成システムの構築 
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バイオフロンティア設立の背景 

 １９９９年３月，日本初のライフサイエンス分野に特化した 

 ベンチャー・キャピタルとして設立 

 

 ５投資事業組合を設立，総額１２５.１億円の投資資金運
用を行う 

 

 現状、16社が IPO,M&A,事業譲渡等に至る 
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バイオフロンティアのハンズ・オン業務 
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 会社設立支援 

 ビジネスプランの作成支援 

 資本政策の作成 

 ビジネスモデル・事業戦略の構築支援 

 国内・海外提携先の選択，紹介，交渉支援 

 法務，経理，会計のアドバイス （弁護士，会計士への紹介を含む） 

 特許戦略の支援 （弁理士への紹介を含む） 

 人材選定，紹介  （ベンチャー人材研究会を日経ＢＰ社と共催） 

 他のベンチャーキャピタル・投資家への紹介 

 株式公開までの準備支援 (証券会社への紹介を含む） 

 

 



バイオフロンティアの投資先 

(上場又は買収済） 

 １．  アンジェスMG株式会社                                      東証マザーズ市場に上場   

 ２．  Syrrx, Inc.(米国)                                          武田薬品工業によりM&A    

 ３．  Salmedix, Inc. (米国)                                       Cephalon, Inc. によりM&A   

 ４．  株式会社 ファーマフーズ                                   東証マザーズ市場に上場     

 ５．  株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング      JASDAQ NEO市場に上場   

 ６．  Cardio Net, Inc.(米国)                                         米国NASDAQ市場に上場    

 ７．  Transcu, Ltd. (シンガポール)                               シンガポール取引所（SGX）に上場 

 ８．  ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社     東証マザーズ市場に上場     

 ９．  BioTrove, Inc. (米国)                                           ライフテクノロジーズ社(米国)によりM&A  

 １０．Bioscios Inc. (米国)                                   アジレント社(米国)によりM&A  

 １１．Cellzome Inc. (ドイツ)                                       グラクソ・スミスクライン社によりM&A  

 １２．株式会社プロトセラ                                ウシオ電機によりM&A  

 １３．株式会社バイオマーカー・サイエンス                   ノーリツ鋼機株式会社によりM&A 

 １４．株式会社植物ゲノムセンター                          住友化学株式会社に事業譲渡 

 １５．ファルマデザイン株式会社                            ペプチドリーム社によりM&A 

 1 6.   JMEC                                                                 MBO 
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Dr. 大滝のジャフコ時代の欧州投資先一覧 

   Company  Country Investment Date   

 Celltech  (UK)  Dec ’87  IPO  

 British Biotech  (UK)  May ’89  IPO 

 N.V. Innogenetics  (Belgium)  Aug ’89  IPO 

 PPL Therapeutics  (UK)  May ’90  IPO 

 Biocompatible  (UK)  Jul ’90  IPO 

 Cortecs  (UK)  Dec ’90  IPO 

 Xenova  (UK)  Dec ’90  IPO 

 Animal Biotechnology  (UK)  Dec ’92 

 Elekta  (Sweden)  Aug ’92  IPO 

 Chiroscience  (UK)  Jun ’93  IPO 

 Therexys/Cobra  (UK)  Nov ’93  M&A 

 MorphoSys  (Germany)  Jun ’94  IPO 

 Genset  (Fr)  Dec ’94  IPO 

 Core Group  (UK)  Dec ’95  IPO 

 Oxford GlycoSciences  (UK)  Apr ’96  IPO 

 Biovector Therapeutics (Fr)  Jun ’96   

 MIXIS Genetics  (UK)  Dec ’96  M&A  

 Cerebrus  (UK)  Dec ’96 
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Dr. 大滝のジャフコ時代の北米投資先一覧 
   Company  Investment Date     
 Metalaser  Nov ’89 
 Sepracor  Feb ’90  IPO 
 Endosonics  Mar ’90  IPO 
 Cephalon  May ’90  IPO 
 Oclassen  Mar ’91  M&A 
 ISIS  Mar ’91  IPO 
 United Biomedical, Inc.  May ’91  Buy Back 
 IGEN  Jun ’91  IPO 
 Gliatech  Feb ’92  IPO 
 Texas Biotechnology  Apr ’92  IPO 
 NPS  Aug ’92  IPO 
 Ribozyme  Dec ’92  IPO 
 Avigen  Jun ’93  IPO 
 AntiCancer  Jun ’93 
 OsteoArthritis  Mar ’94 
 First Medical  Jun ’95     
 Chromagen  Sep ’96   
 CombiChem  Nov ’96  IPO 
 Aurora Biosciences  Jun ’97  IPO 
 Kinetix  Feb ’97  M&A 
 Lucent Medical Systems  Jun ’97  Buy out   
 Digirad  Aug ’97  IPO 
 Sangamo Biosciences  Oct ’97  IPO 
 Medinox  Oct ’97   
 Axiom Biotechnologies  May ’98  M&A  
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Dr. 大滝のジャフコ時代のオセアニア投資先一覧 

Company     Investment Date    

AMRAD  Dec ’88    IPO 
Meddicoll  May ’95   
ResCare  May ’96  IPO  
 
 
 

 Dr. 大滝のジャフコ時代の国内投資先 
Company           

プレシジョン・システム・サイエンス        IPO 

ナノキャリア                   IPO  
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我が国でのベンチャー企業投資 

育成システムの構築 
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１９９４ 







会社設立 開発開始 

プロトタイプ開発 

販売開始 株式公開 

大企業との 
開発提携 
販売提携 商品開発成功 

シード 
キャピタル 

第１回目 
増資 

第2回目 
増資 

第3回目 
増資 

大学 

シーズ 



会社設立 開発開始 

プロトタイプ開発 

販売開始 
公開 
フレキシブルな
証取法、 

会社法 

 

大企業との 
開発提携 
販売提携 商品開発成功 

シード 
キャピタル 

第１回目 
増資 

第2回目 
増資 

第3回目 
増資 

大学のサイエンス・パーク等 

インキュベーターの存在 

人材の流動性 

・優秀な人材の転職受入 

・外部からの人材採用が容易 

長期的展望にたち 

ビジネス・リスクを取る 

大手企業 

優秀でコストが安い商品なら 

ブランドに関わらず 

受け入れる市場 

大学、研究機関のサポート 

・ 事業化のアイデア 

・ 特許 

中小企業へ投資する 

機関投資家の存在 

・ 株式市場における投資家 

   の自己責任原則 

・ IPO基準の緩やかさ 

エンジェルの存
在 

創業者の出資 

ベンチャーキャピタルの投資 

・ ﾍﾞﾝﾁｬｰ育成のﾉｳﾊｳをもつＶＣの存
在 

・選択可能な投資出口 

   -IPO（公開） 

   -売却 

売却 

買収 



ベンチャー企業育成のためのインフラ整備 

                （経済産業省とともに実施） 

•赤字でも株式上場できる新興市場の創設 

 →東京店頭特則市場、マザーズ市場（1999年）、ナスダッ ク・  

    ジャパン(2000年）→ヘラクレス（2002年）→ジャスダック市場  

    （2010年） 

•ストックオプション制度の構築（1997年） 

•SBIR制度の創設（1999年） 

•日本版バイドール法の制定（1999年） 

 

 

 
 

 



文部科学省とともに実施 





創薬ベンチャーをとりまく課題 

•資金調達 

•経営人材 

•臨床試験実施・支援体制 

•ＰＭＤＡへの承認申請作成人材 

•製薬企業との提携実施人材 



依然として資金調達に喘ぐ 

創薬ベンチャー 

•ベンチャーキャピタルの支援は限定的 

•未上場企業の資金調達は依然として困難 

• ＩＰＯしても調達できる資金額は医薬開発を進めるために
は不十分 

•臨床治験開始直前で断念する例も多い 

•中国企業からの知財譲渡の要請が増加している 

•充分な試験データの蓄積ができず、大手製薬企業との提
携交渉が進まない状況が起きている。 

 



創薬ベンチャーへの資金調達支援 

         （私案） 

医療イノベーション支援基金 

（１０００億円） 
    ５００億円 ４５０億円 

ベンチャー･キャピタル（数社程度）に 

集中させて創薬ベンチャー育成 

オール･ジャパン体制での 

創薬支援基盤構築 

５０億円 

知財強化 



   リスクマネーの供給 

•事業会社のベンチャー委託 

 研究・投資に関しての減税 

 

•患者団体寄付金の減税 

 



創薬ベンチャーの経営人材 

•大学発ベンチャーでは未だ研究者が経営に対して絶対的
発言力を有する場合が多い。 

•開発戦略重視よりも、研究的興味で発散的な試験を実施
する場合が認められる。 

•経営黒字化の必要性を真に理解していない経営者も未だ
存在する。 

•大手企業との提携交渉の不慣れ。 

•提携候補先企業とのパイプが細い。 

•医薬品申請、株式公開の流れに対する理解不足。 

•但し、2000年頃に設立された創薬ベンチャーでは大企業
との提携に成功する所も増えつつある。 



臨床試験実施・支援体制 

ＰＭＤＡへの承認申請書作成人材 

• 大手企業のニーズ把握の不足 

• 医薬品開発経験者・ＰＭＤＡ申請書類作成経験者確保の困難性 

• 戦略的相談についての理解・経験不足 

• ＣＲＯとの連携経験の不足 

 

 

 



創薬ベンチャーを組み込んだ創薬支援基盤の構築 

 

化合物ライブ 

ラリー探索事業 

    橋渡し研究 

拠点 

  早期・探索的 

  臨床試験 

拠点 

  臨床研究 

 中核病院 
  申請 

創薬ベンチャー 

バイオベンチャー企業支援フォーラムの開設 

戦略相談支援 


